
 

学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

中学 2 年 国語 国語 B 2 SS 

教科書・副教材 『伝え合う言葉 中学国語 2』（教育出版）・『徹底演習テキスト』（受験研究社）・

『国語便覧』 

 

科目の目標 

言葉の使い方を理解することによって、読み書きやコミュニケーションをとるために必要な語彙力を豊かにする。 

また、自分の考えをわかりやすく伝える表現を工夫する力を育む。 

群読を通して詩に触れることで、息を合わせ、書かれている言葉をどのように表現したらいいか考えを広げる力をつけたい。 

古文という見慣れない文章に触れ、今とは違う歴史的背景や文化を理解することで自身の感性や文章力を深めることができ

る。 

 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

現代文法の使い方をしっかり理解

する。 

歴史的仮名遣いの決まりを把握

し、文章で読めるようにする。 

 

 

自らの考えを言葉にする。 

学習したことを説明できるように

スライドを使って表現する。 

 

 

授業で習ったことを演習問題で活

かすことができるか。 

課題に対し、意欲的に取り組もう

とする。 

 

 

評価の方法 

・定期考査 

・課題 

・リフレクション 

・定期考査 

・課題 

・リフレクション 

・定期考査 

・課題 

・リフレクション 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

ガイダンス   

文法の小窓 1「活用のない自立語」（名詞・連体詞・副詞・接続詞・感動詞） 6 成果物/小テスト/定期考査 

「新聞の投書を書く」 3 成果物 

中間考査   

文法の小窓２「活用のある自立語」（動詞・形容詞・形容動詞） 9 成果物/小テスト/定期考査 

期末考査   

群読 2  

２ 

学 

期 

群読 7  

随筆の味わい『枕草子』 3 成果物/小テスト/定期考査 

中間考査   

随筆の味わい『徒然草』 3 成果物/小テスト/定期考査 

敦盛の最期 9 成果物/小テスト/定期考査 

期末考査   

   

３ 

学 

期 

書写 5 成果物/小テスト/定期考査 

文法の小窓 3「付属語のいろいろ」（助詞・助動詞） 6 成果物/小テスト/定期考査 

学年末考査   

   

   

   

 


